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令和４年度　小・中学校における環境教育の取組み


総合的な学習の時間（第２学年）


テーマ〖「枚方ビオルネSDGs宣言」を手がかりに、持続可能な社会のために「今、自分たちにできること」〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　枚方市立樟葉西中学校　








≪学習のねらい≫


　・地域企業の環境課題に気づき、地域企業とつながり、地域企業の


「WAKUWAKU（環境改善プラン）」を創り出す。


・地域企業の環境課題の解決に向けて、今できることを考え、


「持続可能な社会の創り手となる」資質能力を培う。





≪学習の流れ≫


　実施時期　　１０月　～　３月


　①枚方市駅前にある商業施設「枚方ビオルネ」から、企業としての現在の様々な環境問題を中心と


するミッション（フードロス、ゴミ問題、節電、防災、魅力化etc.）を受け取り、各ミッションの


具体的な課題を探り出す。（ミッション探究）


　②各ミッションから、自分自身が考えていきたいミッションを１つ選び、調べたり調査したりして


情報収集を行い、マイミッションの本質を調査・分析する。そして、各「マイミッション」に


ついての本質的な課題や解決策の道筋などの報告を互いに行う中で、各「マイミッション」の


精緻化・具体化を図る。（マイミッション探究）


　③各「マイミッション」で協働できそうなミッションごとに分かれ、「情報共有」と「グルーピング」


を行い、自分たちの「マイミッション」に基づいた「枚方ビオルネ」を中心とする現地取材・


フィールドリサーチなどを行いながら、個人またはグループでの


「WAKUWAKU（環境改善プラン）」を明確にし、実際に実現


可能で持続可能なものに練り上げる。（WAKUWAKU探究）


④実際に、各「WAKUWAKU（環境改善プラン）」に取り組んで


みる。その中で、より持続可能なものにしていくために、地域の


方々や関係団体の方々も巻き込んでいく。（WAKUWAKU実践）





≪指導のポイント≫


　■毎時間、「振り返りシート」を活用し、各自の活動目標を設定させ、その振り返りを行うことに


よって、「探究のプロセス」を意識する。


　■毎授業、「枚方ビオルネ」の方々とオンラインでつなぎ、常にリアルな企画会議ができるように


する。


■ただの提案会・発表会レベルで終わらさせずに、実際にアクションを起こすことができるように


する。


　■「枚方ビオルネ」を中心に、SDGsに取り組んでいる様々な外部団体（市役所、NGO・NPO、


近隣大学etc.）とつながることによって、より意義・意味のある活動にする。





≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫


　SDGs関連資料（HP,書籍、各企業パンフレットetc.）、「枚方ビオルネ」HP、


「枚方ビオルネ」とのオンライン会議、民間人校長による「企画書作成講座」、


「枚方ビオルネ」等での現地調査・インタビュー





≪成果≫


　・職場体験学習よりも継続的でリアルな活動体験ができただけでなく、様々な立場の多くの大人と


交流することができた。


　・SDGsを自分事として考える機会となっただけでなく、実際にSDGsをめざした環境改善プランを創り出し、大人と共に協働した取り組みを行うことができた。


　・多様なICT機器活用場面や各種様々な情報を分析・整理する活動があったことによって、自然な形


で情報活用能力を育むことができた。











